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技術的条件集別表５（ＳＣＣＰ仕様）の記述に関する留意事項

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。

本別表の標準番号 ＴＴＣ標準の標準番号及び版数 (制定月日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１１ ＪＴ－Ｑ７１１ 第２版 (１９９７年４月２３日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１２ ＪＴ－Ｑ７１２ 第３版 (１９９７年４月２３日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３ ＪＴ－Ｑ７１３ 第９版 (２００５年８月２５日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１４ ＪＴ－Ｑ７１４ 第３版 (１９９７年４月２３日)

２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、
その具体的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、
ＴＴＣ標準の規定との間に差分がある事項の表記方法を示す。

１）当社の規定がＴＴＣ標準の規定に準拠している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊に準拠する】

２）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準では規定している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▽△を規定している】
▽    ～ＴＴＣ標準規定の記述～   △

３）当社で規定しているが、ＴＴＣ標準では規定していない事項
▼       ～当社規定の記述～      ▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲を規定していない】

４）当社の規定とＴＴＣ標準の規定が異なる事項
▼       ～当社規定の記述～      ▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲の規定が異なる】

５）ＴＴＣ標準では規定しているが、当社網、直接協定事業者網間では使用、
あるいは適用しない事項
【規定しない】

３．本別表で用いられる用語・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。

４．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。
　ただし、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応
しており、またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準、当社のどちら
も規定していない事項については、その記述を全て割愛してあるため、セクシ
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ョン番号が連続しない場合がある。

５．本別表は形態、分類にまたがる共通的な事項について記述しており、各形態、
分類に閉じて特記する必要がある事項についてはその旨を技術的条件集本文中
に記述している。
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１１　信号接続制御部（ＳＣＣＰ）の機能

1.　序　論　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.　ＳＣＣＰで提供されるサービス　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2　コネクションレスサービス
　ＳＣＣＰはＳＣＣＰユーザに信号コネクションを設定せずに信号網経由で信号
メッセージを転送する能力を提供する。ＭＴＰが有している機能に加え、ＳＣＣ
Ｐは「ルーチング」機能が提供できなければならない。この「ルーチング」機能
は着信アドレスをＭＴＰサービスの信号局コードにマップする。
　このマッピング機能は、各々のノードで提供されるか、ネットワークに分散に
されるか、あるいはある特定の翻訳センタで提供される。
【ＪＴ－Ｑ７１１では▽△を規定している】
▽
ＳＣＣＰは、１つのＭＴＰメッセージで転送できないユーザデータを分割／再組
立する能力も含んでいる。詳細は標準ＪＴ－Ｑ７１４の４．１．１節にある。
△
　サブシステムと信号局の一方もしくは両方が輻輳及び利用できないようなある
特別の状況では、コネクションレスメッセージは配送されるかわりに廃棄される
ことがある。もしＳＣＣＰユーザがメッセージが送達されない旨を通知されるこ
とを希望する場合、ＳＣＣＰへのプリミティブの返送オプションパラメータに「エ
ラー時メッセージ返送」が設定されなければならない。

2.2.1　概　説　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2　コネクションレスサービスのプリミティブとパラメータ
2.2.2.1　概　要　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.2　パラメータ
2.2.2.2.1　アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.2.2　順序制御　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.2.3　返送オプション
　「返送オプション」パラメータは転送上の問題に遭遇しているメッセージの処
理を決定するために使われる。
　「返送オプション」は以下の値をとりうる。
　－エラー時メッセージ廃棄
　－エラー時メッセージ返送
　もしＳＣＣＰユーザが返送オプションパラメータを提供しない場合、ＳＣＣＰ
はエラー時メッセージ廃棄を仮定する。
▼
　ＴＣＡＰにおいて対話種別がＴＣ－終了、ＴＣ－アボートおよびＴＣ－単方向
に設定された場合は『エラー時、メッセージ廃棄』に、それ以外の場合には『エ
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ラー時、メッセージ返送』に設定される。
▲【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲を規定していない】

2.2.2.2.4　返送理由
　「返送理由」パラメータはメッセージが最終着信先に送達されなかった理由を
判別する。
　「返送理由」は以下の値を取りうる。
－アドレスの性質上翻訳不可
－特殊なアドレスのため翻訳不可
－サブシステム輻輳
－サブシステム障害
－未実装ユーザ
▼
－ネットワーク障害
▲【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲の規定が異なる】
－ネットワーク輻輳
【ＪＴ－Ｑ７１１では▽△を規定している】
▽
－無資格
－メッセージ転送時のエラー
－ローカル処理時のエラー
－着側での再組立不可
－ＳＣＣＰ障害
－ホップカウンタ違反
－分割機能サポートせず
－分割失敗
△

2.2.2.2.5　ユーザデータ　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.3　プリミティブ
2.2.2.3.1　ユニットデータ　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

2.2.2.3.2　通　知　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】
▼
2.2.2.3.3　インプリメント上の整理
　インプリメントにおいては、「順序制御」として以下の２つのパラメータで実現
する。

　－　プロトコルクラス
　　順序保証サービスを希望するかどうかを示す。
　－　信号リンク選択番号（ＳＬＳ）
　　順序保証サービスを希望する場合に、ＭＴＰ部に指示する信号リンクを指定
するのに使用する。

　また、ＳＣＣＰ部が信号フォーマットを作成する上で必要になる「信号バイト
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数」、「メッセージ種別」および共通線輻輳の場合等に必要になる信号の優先度を
表す「優先度表示」を追加している。
▲【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲を規定していない】

3.　ＭＴＰから提供されるサービス
3.1　解　説　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

3.2　プリミティブとパラメータ
　プリミティブとパラメータを、表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１１に示す。

表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１１　メッセージ転送部サービスプリミティブ

 ▼

プリミティブ

ジェネリック名 特定名称
パラメータ

ＭＴＰ－転送 要求 ＯＰＣ
ＤＰＣ
ＳＬＳ ａ）
ＳＩＯ
ＰＲＩ
ユーザデータ ｃ）

表示 ＯＰＣ
ＤＰＣ
ＳＬＳ ａ）
ＳＩＯ
ユーザデータ ｃ）

ＭＴＰ－休止
（ストップ）

表示 影響されるＤＰＣ

ＭＴＰ－再開
（スタート）

表示 影響されるＤＰＣ

ＭＴＰ－状態表示 表示 影響されるＤＰＣ
理由ｂ）

 ▲【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲の規定が異なる】

　ａ）ＭＴＰユーザは、このパラメータがＭＴＰによって負荷分散に使用される
ことを考慮しなければならない。そのため、ＳＬＳ値はできるだけ均等に
設定しなければならない。ＭＴＰは、同一ＳＬＳコードを含むメッセージ
の順序正しい送達を（高い確率で）保証する。
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　ｂ）理由パラメータは、現在、次の値を持つ。
　　（ⅰ）信号網輻輳（レベル）
  　　　　このレベル値は、標準ＪＴ－Ｑ７０４に規定された輻輳プライオリテ

ィを使用した場合に適用する。

　ｃ）選択されたＭＴＰ－ＳＡＰが標準ＪＴ－Ｑ７０１・・・ＪＴ－Ｑ７０７に
記述されるＭＴＰであるならば、「ユーザデータ」パラメータは、標準ＪＴ
－Ｑ７０３節２．３．８に定義される。

3.2.1　転　送　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

3.2.2　休　止　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

3.2.3　再　開　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

3.2.4　状態表示　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】

4.　ＳＣＣＰにより提供される機能　【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１２　ＳＣＣＰメッセージの定義および機能

1.　信号接続制御部メッセージ　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

1.20　ユニットデータ（ＵＤＴ）　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

1.21　ユニットデータサービス（ＵＤＴＳ）
　ユニットデータサービスメッセージは、ＵＤＴが着信先まで到達できないこと
を、ＵＤＴを送信した発信元のＳＣＣＰに通知するために用いる。
【ＪＴ－Ｑ７１２では▽△を規定している】
▽
例外的、かつプロトコルインタワーキングを考慮し、ＵＤＴＳはＸＵＤＴメッセ
ージの応答と等しく用いられる時がある。
△
ＵＤＴにおけるオプションフィールドが「エラー時メッセージ返送」に設定され
ているときのみ、ＵＤＴＳメッセージを配送する。
　このメッセージは、コネクションレスプロトコルクラスの０および１で用いる。

1.22　拡張ユニットデータ（ＸＵＤＴ）　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

1.23　拡張ユニットデータサービス（ＸＵＤＴＳ）　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠す
る】

2.　ＳＣＣＰパラメータ
2.1　発／着信アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

2.2　データ　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

2.3　オプションパラメータ終了　【規定しない】

2.4　プロトコルクラス　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

2.5　返送理由　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】

2.6　ホップカウンタ　【規定しない】

2.7　分　割　【規定しない】

3.　メッセージにおけるフィールドの包含　【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　ＳＣＣＰフォーマットとコード

1.　概　要
▼
　ＳＣＣＰのメッセージは、図１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示したフォー
マットの信号ユニットにより、信号データリンク上を伝送される。
　ＳＣＣＰ用のサービス表示（Service Indicator）は、“００１１”とコーディ
ングされる。
　ＳＣＣＰメッセージを含む各メッセージ信号ユニット（ＭＳＵ）の信号情報
フィールド（ＳＩＦ）は、複数のオクテットで構成される。
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 　メッセージ種別コード 固必
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 長部    　プロトコルクラス
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 　発信アドレスポインタ
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部  　データ部ポインタ

 　着信アドレス内容長

     　アドレス表示

 　　　　ＤＰＣ
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ス
部

 　着グローバルタイトル

   発信アドレス内容長

 　  　アドレス表示

   　　　ＯＰＣ

 　　　　ＳＳＮ
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 ド
 レ
 ス
 部

 　発グローバルタイトル

 　　　データ内容長
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変
長
必
須
部

デ
ー
タ
部  　　　　データ

　　　★　メッセージ種別コード

　　　　メッセージ種別コードは、１オクテ
　　　ットのフィールドで構成され、全ての
　　　メッセージに対して必須である。
　　　　メッセージ種別コードは、各ＳＣＣ
　　　Ｐメッセージの機能及びフォーマット
　　　をユニークに定義している。

　　　★　固定長必須部

　　　　特定のメッセージに対して、必須で
　　　固定長のパラメータは、固定長必須部
　　　に含まれる。パラメータの位置、長さ
　　　及び順序は、メッセージ種別毎に固有
　　　に定義されている。従って、パラメー
　　　タ名及び長さ表示は、固定長必須部に
　　　は、含まれない。

　　　★　可変長必須部

　　　　各パラメータの名称及びポインタが
　　　現れる順序は、メッセージ種別によっ
　　　て決まっている。従って、可変長必須
　　　部には、パラメータの名称は、含まれ
　　　ない。ポインタは、各パラメータの開
　　　始位置を表すために用いられる。
　　　　パラメータの数及びポインタの数は
　　　メッセージ種別毎に固有に定義されて
　　　いる。

　　　★　付加部（ＵＤＴには含まれない）

　　　　付加部は、特定のメッセージ種別に
　　　おいて、現れても現れなくてもよいパ
　　　ラメータを含んでいる。
　　　　付加パラメータには、パラメータ名
　　　（１オクテット）及び長さ表示（１オ
　　　クテット）がパラメータの内容に先立
　　　って含まれる。
　　　　全ての付加パラメータが送られた後
　　　ａｌｌ‘０’の「付加パラメータの終
　　　了」オクテットが転送される。このオ
　　　クテットは、付加パラメータがメッセ
　　　ージ内に存在する場合のみ含まれる。

図１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　 ＳＣＣＰメッセージフォーマット例（ＵＤＴ）
(Example of SCCP message format (UDT))
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　移動網におけるＳＣＣＰ信号フォーマットについては、信号を送受する目的と
送受されるノードによって決まる図１－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３および表１
－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３の各信号に対応するＳＣＣＰ信号フォーマットの
例を図１－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示す。

 　　　　ＤＰＣ

 　　　　ＯＰＣ

 

ラ
ベ
ル
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ー
チ
ン
グ  　ＳＬＳ

 メッセージ種別：ＵＤＴ 固必
 定須
 長部  プ ロ ト コ ル ク ラ ス           

 着信アドレス部ポインタ

 発信アドレス部ポインタ

 ポ
 イ
 ン
 タ
 部  　データ部　ポインタ

   着信アドレス内容長

 　　アドレス表示

 　　　ＳＳＮ

 着
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 ア
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 レ
 ス
 部  着グローバルタイトル

   発信アドレス内容長

 　　アドレス表示

 　　　ＳＳＮ

 発
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 ス
 部  発グローバルタイトル

 　　データ内容長

 可
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 長
 必
 須
 部
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部
 　　　データ

⑦、⑧、⑨、⑩、⑪、⑫、⑬の場合

ＶＭＳＣ←→ＧＬＲ／ＨＬＲ（網間）

ＶＭＳＣ←→ＶＭＳＣ（網間）

での信号送受

①～⑥のＳＣＣＰ信号フォーマットは
網独自に規定する。

図１－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　 移動網におけるＳＣＣＰ信号フォーマット
(Signal formats in mobile communications network)
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①G／VMSCからHLR／GLRへの信号送出（網内）
②HLR／GLRからG／VMSCへの信号送出（網内）
③VMSC間の信号転送（網内）
④基地局（BS）又は基地局制御装置からVMSCへの信号送出（網内）
⑤VMSCから基地局（BS）又は基地局制御装置への信号送出（網内）
⑥基地局（BS）又は基地局制御装置間での信号転送（網内）（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
⑦VMSC間の信号転送（網間）
⑧VMSCからHLRへの信号送出（網間）
⑨HLRからVMSCへの信号送出（網間）
⑩HLRからGLRへの信号転送（網間）
⑪GLRからHLRへの信号転送（網間）
⑫GLRからGMSCへの信号転送（網間）
⑬GMSCからGLRへの信号転送（網間）
⑭GMSC間の信号転送（網間）

図１－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　　移動通信網内通信種別
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⑪
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③
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④
⑤
⑥
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表１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　ＳＣＣＰのアドレス（SCCP address）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

信
号
局
番
号

－ － － － － － －

着ＧＭ
ＳＣ信
号局番
号

着
ア
ド
レ
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
タ
イ
ト
ル

着網番
号＋着
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

加入者
番号

着網番
号＋着
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

ローミ
ング番
号又は
着網番
号＋着
ＧＬＲ
信号局
番号

加入者
番号又
は着網
番号＋
着ＨＬ
Ｒ信号
局番号

着網番
号

着網番
号＋着
ＧＬＲ
信号局
番号

－

信
号
局
番
号

－ － － － － － －

発ＧＭ
ＳＣ信
号局番
号

発
ア
ド
レ
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
タ
イ
ト
ル

網内通信のＳＣ
ＣＰのアドレス
は事業者固有と
する。

発網番
号＋発
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

発網番
号＋発
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

発網番
号＋発
ＨＬＲ
信号局
番号

発網番
号＋発
ＨＬＲ
信号局
番号

発網番
号＋発
ＧＬＲ
信号局
番号

発網番
号＋発
ＧＬＲ
信号局
番号

発網番
号＋発
ＶＭＳ
Ｃ信号
局番号

－

▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
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1.1　メッセージ種別コード　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.2　フォーマッティング原則　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.3　固定長必須部　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.4　可変長必須部　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.5　オプション部　【規定しない】

1.6　オプションパラメータの終了オクテット　【規定しない】

1.7　転送順序　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.8　予備ビットのコーディング　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

1.9　国内用メッセージ種別とパラメータ　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

2.　基本部のコーディング
2.1メッセージ種別のコーディング
　メッセージ種別のコーディングは、表２－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示さ
れる。

表２－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　ＳＣＣＰメッセージ種別

メッセージ種別 クラス 節 コード

０ １ ２ ３

UDT ユニットデータ Ｘ Ｘ 4.10 ００００  １００１

UDTS ユニットデータサービス x1 x1 4.11 ００００  １０１０

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】
▽

XUDT 拡張ユニットデータ Ｘ Ｘ 4.18 ０００１  ０００１

XUDTS 拡張ユニットデータサービス x1 x1 4.19 ０００１  ００１０

△
　Ｘ：本プロトコルクラス中のメッセージ種別
　x1： プロトコルクラスパラメータは欠如している

2.2　長さ表示のコーディング　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

2.3　ポインタのコーディング　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】
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3.　ＳＣＣＰパラメータ　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.1　オプションパラメータ終了　【規定しない】

表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　ＳＣＣＰパラメータ名コード

パラメータ名 節 パラメータ名コード
８７６５  ４３２１

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】
▽

オプションパラメータ終了 3.1 ００００  ００００

△

着信アドレス 3.4 ００００  ００１１

発信アドレス 3.5 ００００  ０１００

プロトコルクラス 3.6 ００００  ０１０１

返送理由 3.12 ００００  １０１１

データ 3.16 ００００  １１１１

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】
▽

  分割 3.17 ０００１  ００００

  ホップカウンタ 3.18 ０００１  ０００１

△

3.4　着信アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.4.1　アドレス識別子　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.4.2　アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.4.2.1　信号局コード
　信号局コードの場合、それは２オクテットで表現される（図３－４／ＤｏＣｏ
Ｍｏ－Ｑ７１３参照）。
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　　　　　　 ▼
　　　　８　７　６　５　４　３　２　１

 　Ｓ

 　　　 LSB

 　　　　Ｍ

 MSB 　　　　　 LSB
 オクテット１

 　　　　　　Ｕ

MSB 　 LSB MSB 　　　 LSB
 
MSB
 オクテット２

　　　　　　 ▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

図３－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３    信号局コードのフォーマット

3.4.2.2　サブシステム番号
　サブシステム番号（ＳＳＮ）はＳＣＣＰのユーザ機能を示し、使用される場合
次のような１オクテットにコード化される。
▼
ビット　８７６５４３２１
　　　　００００００００　ＳＳＮ不明／未使用
　　　　００００００１０　ＣＣＩＴＴのため留保
　　　　００００００１１　ＩＳＵＰ
　　　　０００００１０１　ＭＡＰ
　　　　０００００１１０
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　　１１１１１１１１
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

3.4.2.3　グローバルタイトル　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】
3.4.2.3.1　グローバルタイトル識別子＝０００１
　グローバルタイトル識別子が“０００１”の場合、グローバルタイトルのフォー
マットは図３－５／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示される。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

奇／遇 アドレス識別子の種別 オクテット１

アドレス情報 オクテット２と続き

図３－５／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　識別子“０００１”に対するグローバルタ
　　　　　　　　　　　　　　　　イトル・フォーマット

　オクテット１の１ビットから７ビットまではアドレス識別子の種別（NAI）であ
り、次のようにコード化される。

UB UU

〜
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　ビット　７６５４３２１
　　　　　０００００００　　予備
　　　　　００００００１　　加入者番号
　　　　　０００００１０　　国内使用のため留保
　　　　　０００００１１　　国内番号
　　　　　００００１００　　国際番号
　　　　　００００１０１
　　　　　　　から　　　　予備
　　　　　１１１１１１１

　オクテット１の８ビット目は奇数／偶数識別子を含み、次のようにコード化さ
れる。

　ビット　８
　　　　　０　　アドレス数字が偶数個
　　　　　１　　アドレス数字が奇数個

　オクテット２とそれ以降に、図３－６／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３に示すように
アドレス数字による番号と必要に応じてフィラーを含む。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

第２数字 第１数字 オクテット２

第４数字 第３数字 オクテット３

…

フィラー

（必要な場合）

第ｎ数字 オクテットｍ

図３－６／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　グローバルタイトルのアドレス情報
　　　　　　　　　　　　　　　 （BCDコーディング則の場合）

　各アドレス数字は次のようにコード化される。

００００　　数字の０
０００１　　数字の１
００１０　　数字の２
００１１　　数字の３
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０１００　　数字の４
０１０１　　数字の５
０１１０　　数字の６
０１１１　　数字の７
１０００　　数字の８
１００１　　数字の９
１０１０　　予備
▼
１１０１　　コード13（注）
１１１０　　コード14（注）

（注）コード13、14は、ローミングユーザを識別する場合にのみ用いられる。
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

　アドレス数字が奇数個の場合、フィラーコード“００００”が最後のアドレス
数字の後に挿入される。

3.4.2.3.2　グローバルタイトル識別子＝００１０
　図３－７／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３はグローバルタイトル識別子が“００１０”
の場合のフォーマットを示している。
　翻訳タイプ（TT）は、適当な翻訳機能にメッセージを送信するために使用され
る１オクテットフィールドである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

翻訳タイプ オクテット１

グローバルタイトルのアドレス情報 オクテット２と続き

図３－７／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　識別子“００１０”に対するグローバルタ
　　　　　　　　　　　　　　　　イトル・フォーマット

　このオクテットが使用されない時には、“００００００００”にコード化される。
“１１１１１１１１”コードは、拡張用に留保される。

　グローバルタイトルのフォーマット“００１０”の場合は、国内用のみであり、
国際用には使用されない。グローバルタイトルのフォーマット“００１０”の割
り当ては国内マターである。
　このグローバルタイトルのフォーマット“００１０”の場合に、翻訳タイプは、
アドレス情報をコード化するのに使用されるコーディング体系と番号計画をも暗
示する。
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　コード空間の割り付けおよびＴＴＣ固有仕様としてのコード化を以下のとおり
とする。
▼

ＩＴＵ－Ｔ固有領域
　００００００００

　１１０１１１１１

ＴＴＣ固有領域

　１１１０００００

　　予備

　１１１０１００１

　１１１０１０１０　網番号＋信号局コード（移動通信）

　１１１０１０１１　網番号（移動通信）

　１１１０１１００　移動機ローミング番号（移動通信）

　１１１０１１０１　加入者ローミング番号（移動通信）

　１１１０１１１０  移動機番号（移動通信）

　１１１０１１１１  加入者番号（移動通信）

網特有領域
　１１１１００００

　１１１１１１１０

　１１１１１１１１１　保留
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

▼
　アドレス情報は、二進化十進数（ＢＣＤ）でコーディングする場合、グローバ
ルタイトル値はオクテット２から始まり、図３－６／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３の
ように符号化される。
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】

3.4.2.3.3　グローバルタイトル識別子＝００１１
　図３－８／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３はグローバルタイトルが“００１１”の場
合のフォーマットを示している。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

翻訳タイプ オクテット１

番号計画 コーディング体系 オクテット２

グローバルタイトルのアドレス情報 オクテット３と続き

図３－８／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　識別子“００１１”に対するグローバルタ
　　　　　　　　　　　　　　　　イトル・フォーマット

〜

〜

〜
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　番号計画は以下のようにコード化される。

ビット　８７６５
　　　　００００　　未定
　　　　▼
　　　　０００１　　ＩＳＤＮ／電話番号計画（勧告Ｅ．１６４）
　　　　００１０　　予備
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
　　　　００１１　　データ番号計画（勧告Ｘ．１２１）
　　　　０１００　　テレックス番号計画（勧告Ｆ．６９）
　　　　▼
　　　　０１０１　　船舶番号計画（勧告Ｅ．２１０、２１１）
　　　　０１１０　　自動車番号計画（勧告Ｅ．２１２）
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
　　　　０１１１　　ＩＳＤＮ／移動体の番号計画（勧告Ｅ．２１４）
　　　　１０００
　　　　　から　　予備
　　　　１１０１
　　　　▼
　　　　１１１０　　予備
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
　　　　１１１１　　留保

　コーディング体系は以下のようにコード化される。

ビット　４３２１
　　　　００００　　未定
　　　　０００１　　ＢＣＤ、数字が奇数個
　　　　００１０　　ＢＣＤ、数字が偶数個
　　　　▼
　　　　００１１　　予備
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】
　　　　０１００
　　　　　から　　予備
　　　　１１１０
　　　　１１１１　　留保

　コーディング体系が２進化１０進数の場合には、オクテット４から始まるグ
ローバルタイトルアドレス情報が、図３－６／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３のように
コード化される。
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　グローバルタイトルが００１１のために割り当てることができる翻訳タイプの
範囲は、次のように示される。

　なお、コード空間の割り付けおよびＴＴＣ固有仕様としてのコード化を以下の
通りとする。
　▼

ＩＴＵ－Ｔ固有領域
　００００００００

　１１０１１１１１

ＴＴＣ固有領域

　１１１０００００

　　予備

　１１１０１００１

　１１１０１０１０　網番号＋信号局コード（移動通信）

　１１１０１０１１　網番号（移動通信）

　１１１０１１００　移動機ローミング番号（移動通信）

　１１１０１１０１　加入者ローミング番号（移動通信）

　１１１０１１１０  移動機番号（移動通信）

　１１１０１１１１  加入者番号（移動通信）

網特有領域
　１１１１００００

　１１１１１１１０

　　　　　　　　　　　　　　１１１１１１１１　保留
　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

3.4.2.3.4　グローバルタイトル識別子＝０１００　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.5　発信アドレス　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.6　プロトコルクラス　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.12　返送理由
　ユニットデータサービスメッセージまたは拡張ユニットデータサービスメッ
セージの中で、「返送理由」パラメータフィールドは１オクテットフィールドで
メッセージ返送理由を含む。ビット１－８は以下のようにコード化されている。

ビット　８７６５４３２１
　　　　００００００００　　アドレスの性質上翻訳不可
　　　　０００００００１　　特殊なアドレスのため翻訳不可
　　　　００００００１０　　サブシステム輻輳
　　　　００００００１１　　サブシステム障害
　　　　０００００１００　　未実装ユーザ
　　　　▼
　　　　０００００１０１　　ネットワーク障害
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

〜

〜

〜
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　　　　０００００１１０　　ネットワーク輻輳
　　　　０００００１１１　　無資格
　　　　▼
　　　　００００１０００
　　　　　　　から　　　　　予備
　　　　１１１１１１１１
　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

3.16　データ　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

3.17　分割　【規定しない】

3.18　ホップカウンタ　【規定しない】

4.　ＳＣＣＰメッセージとコード
4.1　概　要　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

4.10　ユニットデータ（ＵＤＴ）
　ＵＤＴメッセージは次のものを含む。
　－ルーチングラベル
　－３つのポインタ
　－表４－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３で示されるパラメータ

表４－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　メッセージ種別：ユニットデータ

　　　▼

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

　 メッセージ種別 2.1 Ｆ １

　 プロトコルクラス 3.6 Ｆ １

　 着信アドレス 3.4 Ｖ ３（最小の場合）

　 発信アドレス 3.5 Ｖ ２（最小の場合）

　 データ  3.16 Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ＝固定長必須、Ｖ＝可変長必須
　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

4.11　ユニットデータサービス（ＵＤＴＳ）
　ＵＤＴＳメッセージは次のものを含む。
　－ルーティングラベル
　－３つのポインタ
　－表４－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３で示されるパラメータ
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表４－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　メッセージ種別：ユニットデータサービス

　　　▼

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

　　メッセージ種別 2.1 Ｆ １

　　返送理由  3.12 Ｆ １

　　着信アドレス 3.4 Ｖ ３（最小の場合）

　　発信アドレス 3.5 Ｖ ２（最小の場合）

　　データ  3.16 Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ＝固定長必須、Ｖ＝可変長必須
　　　▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】

4.18　拡張ユニットデータ（ＸＵＤＴ）　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】

4.19　拡張ユニットデータサービス（ＸＵＤＴＳ）　【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠す
る】
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付録１：移動通信用　着信アドレス、発信アドレスの構成　【ＪＴ－Ｑ７１３に
　　　　準拠する】

付録２：信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成
　　　（１つの信号網相互接続点により信号網接続を行う場合）　【規定しない】

付録３：信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成　【規定しない】
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▼
付録４：移動網において使用されるグローバルタイトル

　移動網内、網間において送受される回線非対応信号に含まれるグローバルタイ
トルは送受される内容によってコーディングが異なる。

(1)　網間におけるＨＬＲアクセス、ＧＬＲアクセス等の場合
　表１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３における信号の内、以下のものがこの場合
に相当する。
　(a)　⑧の着グローバルタイトル（加入者番号）
　(b)　⑩の着グローバルタイトル（加入者ローミング番号）
　(c)　⑪の着グローバルタイトル（加入者番号）
　(d)　⑫の着グローバルタイトル（網番号）

コーディングは以下の規則に従う。

・『グローバルタイトル表示』は、００１１（＝グローバルタイトルは、翻訳タイ
プ、番号計画、コーディング体系を含む）を使用する。
・『翻訳タイプ』は、それぞれの着グローバルタイトルに対応するものを選択する。
・『番号計画』は、０１１１＝ＩＳＤＮ／移動体の番号計画を使用する。
・アドレス情報は、ＢＣＤで符号化し、桁数が奇数の場合には『コーディング体
系』を０００１＝ＢＣＤ（奇数桁）、偶数の場合には００１０＝ＢＣＤ（偶数桁）
とする。
・『アドレス情報』は、以下のようなフォーマットとする。

　　　　　           ８　７　６　５　４　３　２　１

第２アドレス  第１アドレス

第４アドレス  第３アドレス

第６アドレス  第５アドレス

ﾌｨﾗｰ（必要時）  第2n-5アドレス

オクテット３

オクテット４

オクテット５

オクテットｎ

付図４－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　　アドレス情報フォーマット

(2)　網間においてグローバルタイトルとして網番号＋信号局コードを使用する場
合
　表１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３における信号の内、以下のものがこの場合
に相当する。
　(a)　⑦の発着グローバルタイトル
　(b)　⑧の発グローバルタイトル
　(c)　⑨の発着グローバルタイトル
　(d)　⑩の発着グローバルタイトル
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　(e)　⑪の発着グローバルタイトル
　(f)　⑫の発グローバルタイトル
　(g)　⑬の発着グローバルタイトル

コーディングは以下の規則に従う。

・『グローバルタイトル識別子』は、００１１（＝グローバルタイトルは、翻訳タ
イプ、番号計画、コーディング体系を含む）を使用する。
・『翻訳タイプ』は、０００００１１０＝網番号＋信号局コードを使用する。
・『番号計画』は、０１１１＝ＩＳＤＮ／移動体の番号計画を使用する。
・アドレス情報のうち、網番号の部分は、ＢＣＤで符号化し、桁数が奇数の場合
には『コーディング体系』を０００１＝ＢＣＤ（奇数桁）、偶数の場合には００
１０＝ＢＣＤ（偶数桁）とする。網番号に続いて信号局番号として２オクテッ
トが設定される。
　　信号局コードのフォーマットは、ＭＴＰ、ＳＣＣＰのアドレス情報を構成す
る信号局コードと同じものである。
・『アドレス情報』は、以下のようなフォーマットとする。

　　　　　　　　　    ８　７　６　５　４　３　２　１

第２アドレス 第１アドレス

第４アドレス 第３アドレス

第６アドレス 第５アドレス

ﾌｨﾗｰ（必要時） 第2n-5アドレス

　　　　　　　網
　　　　　　　番
　　　　　　　号

　　　　　　　　

信号局番号

オクテット３

オクテット４

オクテット５

オクテットｎ

オクテットｎ＋１

オクテットｎ＋２

付図４－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３　　アドレス情報フォーマット（②の場合）

　網番号（オクテット３～ｎ）が奇数桁の場合、フィラーコード（００００）が
上図のフィラー部分に挿入される。

(3)　その他の場合
　　表１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１３における信号の内、以下のものがこの場
合に相当する。
　(a)　④の発グローバルタイトル
　(b)　⑤の着グローバルタイトル
　(c)　⑥の発着グローバルタイトル

　グローバルタイトルのコーディングは、各事業者個別に規定することとする。
▲【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰ手順

1.　概　論
1.1　信号接続制御手順の一般的特性
1.1.1　目　的　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

1.1.2　プロトコルクラス
　ネットワークサービスを提供する為に、ＳＣＣＰによって用いられるプロトコ
ルは、次に示すように２つのプロトコルクラスに細分化される。
　－　クラス０：基本コネクションレスクラス
　－　クラス１：順序制御（ＭＴＰ）コネクションレスクラス
　コネクションレスプロトコルクラスは、ＸＵＤＴ、もしくはＵＤＴメッセージ
のユーザデータフィールドにおいて、一つのネットワークサービスデータユニッ
ト（ＮＳＤＵ）を転送するため、必要な機能を提供する。
▼
　ＮＳＤＵの最大の長さは、２５５オクテット（注：ＳＣＣＰの発着信アドレス
としてグローバルタイトルを含まない場合）に制限される。これは、プロトコル
クラス０と１では分割／組立制御を提供しないためである。
▲【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】

1.1.2.1　プロトコルクラス０　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

1.1.2.2　プロトコルクラス１　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

1.1.3　コンパチビリティおよび認識不可情報の処理　【規定しない】

1.3　コネクションレスサービス手順の概観
1.3.1　概　要　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

1.3.2　分割／再組立　【規定しない】

1.4　ＳＣＣＰの構造と仕様内容　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.　アドレッシングおよびルーチング
2.1　ＳＣＣＰアドレッシングの原則　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.2　ＳＣＣＰルーチング原則　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.2.1　ＭＴＰによって転送されたＳＣＣＰメッセージの受信　【ＪＴ－Ｑ７１４
に準拠する】

2.2.2　コネクションオリエンテッド制御部またはコネクションレス制御部からＳ
ＣＣＰルーチング制御へのメッセージ

　メッセージの宛先を示すアドレス情報は、コネクションレス制御部からＳＣＣ
Ｐルーチング制御部が受信した各内部メッセージにより与えられる。
　ＸＵＤＴ、ＵＤＴメッセージの場合、アドレス情報は「Ｎ－ユニットデータ」
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要求プリミティブに含まれる「着信アドレス」パラメータから得る。

　このアドレス情報は、次のような形式になる。
　▼
　2)　ＤＰＣ＋以下のいずれか
　　　a)　０でないＳＳＮ
　　　b)　ＧＴ
　　　c)　ＧＴ＋０でないＳＳＮ
　3)　０でないＳＳＮを伴う、あるいは伴わないＧＴ
　▲【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】
　２），３）の形式はコネクションレスメッセージに適用される。
2.2.2.1　ＤＰＣがある場合　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.2.2.2　ＤＰＣがない場合　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.3　ＳＣＣＰルーチング　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.4　グローバルタイトル翻訳　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.7　「発信アドレス」の扱い方　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

2.8　ルーチング障害　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

4.　コネクションレス手順　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

4.1　データ転送　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

4.1.1　分割／再組立　【規定しない】

4.2　メッセージ返送手順　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

4.3　シンタックスエラー　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】

付録資料Ｃ　　【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】
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▼
付録資料Ｅ

ＵＤＴＳメッセージ返送(Return of UDTS message)

　ＵＤＴＳメッセージ生成時、ＵＤＴメッセージの発信アドレスと着信アドレス
を単純に入れ換える。この場合、着信アドレスと発信アドレスの長さが異なるよ
うなことがあれば、着信アドレスポインタ、発信アドレスポインタを変更する。
また、ＭＴＰ部ルーチングラベルのＯＰＣには、ＵＤＴＳ生成局の信号局コード
が設定され、ＭＴＰ部ルーチングラベルのＤＰＣにはＵＤＴＳメッセージの着信
アドレスを翻訳して決定される。
　付図Ｅ－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１４に、ＵＤＴメッセージに対するＵＤＴＳ
メッセージの生成法を示す。

ＵＤＴ ＵＤＴＳ生成時 ＵＤＴＳ送信時

ﾙｰﾁﾝｸ゙ ﾗﾍ゙ ﾙ ﾙｰﾁﾝｸ゙ ﾗﾍ゙ ﾙ ﾙｰﾁﾝｸ゙ ﾗﾍ゙ ﾙ

ﾒｯｾｰｼ゙ 種別 UDT ﾒｯｾｰｼ゙ 種別  UDTS ﾒｯｾｰｼ゙ 種別  UDTS

ﾌ゚ ﾛﾄｺﾙｸﾗｽ 〔 返 送 理 由 〕        〔 返 送 理 由 〕        

着信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ 着信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ 着信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ（注）

発信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ 発信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ 発信ｱﾄ゙ ﾚｽﾎ゚ ｲﾝﾀ

ﾃ゙ ｰﾀﾎ゚ ｲﾝﾀ ﾃ゙ ｰﾀﾎ゚ ｲﾝﾀ ﾃ゙ ｰﾀﾎ゚ ｲﾝﾀ

着信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長 着信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長 着信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長

ｱﾄ゙ ﾚｽ表示 ｱﾄ゙ ﾚｽ表示 ｱﾄ゙ ﾚｽ表示

信号局ｺｰﾄ゙ 信号局ｺｰﾄ゙ 信号局ｺｰﾄ゙

ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号 ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号 ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号

発信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長 発信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長 発信ｱﾄ゙ ﾚｽ内容長

ｱﾄ゙ ﾚｽ表示 ｱﾄ゙ ﾚｽ表示 ｱﾄ゙ ﾚｽ表示

信号局ｺｰﾄ゙ 信号局ｺｰﾄ゙ 信号局ｺｰﾄ゙

ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号 ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号 ｻﾌ゙ ｼｽﾃﾑ番号

ﾃ゙ ｰﾀ内容長 ﾃ゙ ｰﾀ内容長 ﾃ゙ ｰﾀ内容長

ﾃ゙ ｰﾀ内容

 　　変更

 　　変更

　　　　　　

  　　入
  　　れ
  　　換
  　　え

 　　　　　　

 
ﾃ゙ ｰﾀ内容

 　　変更
（必要なら）

ﾃ゙ ｰﾀ内容

付図Ｅ－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７１４　　ＵＤＴＳメッセージの生成法
(Set up of parameters in UDTS message)

（注）ＵＤＴＳ生成は、発着信アドレスの内容の入替えであるため、着信アドレ
スポインタの変更はない。

▲【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】


